
鶴
岡
型
小
中
一
貫
教

問育
は
、
パ
ブ
コ
メ
の
意
見

を
受
け
て
、
行
政
計
画
と

し
て
は
策
定
せ
ず
、
小
中

連
携
を
深
め
る
と
し
た
。

３
月
議
会
一
般
質
問
で

も
、
皆
川
市
長
は
大
き
な

方
向
転
換
だ
と
答
弁
し
て

い
る
。

藤
島
地
域
教
育
振
興
会

議
の
結
論
は
、
撤
回
す
る

の
が
筋
で
は
な
い
か
。

中
学
校
区
ご
と

教
育
長

に
地
域
に
特
色
が
あ
る
こ

と
を
踏
ま
え
、
全
市
的
に

画
一
的
な
内
容
、
方
法
に

よ
り
一
律
に
全
て
の
中
学

校
区
で
導
入
す
る
こ
と
は

せ
ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
特
色
を
生
か
し
、
小
中

一
貫
教
育
に
関
わ
る
取
組

を
進
め
て
い
く
。

藤
島
地
域
で
は
、
教
育

振
興
会
議
の
提
言
を
受

け
、
藤
島
地
域
小
中
学
校

整
備
検
討
委
員
会
や
、
小

学
校
区
ご
と
に
懇
談
会
を

開
催
し
て
い
る
。

教
育
委
員
会
と
し
て

は
、
地
域
の
声
を
よ
く
聞

き
、
よ
り
よ
い
学
校
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

小
中
一
貫
教
育
の
制

問度
化
を
初
め
て
提
言
し
た

平
成

（
２
０
１
４
）
年

26
月

日
の
中
教
審
答
申

12

22

で
は

「
教
育
の
機
会
均

、

等
と
の
関
係
」
の
項
目
を

あ
げ
て
、
懸
念
を
認
め
て

い
る
。

し
か
し
、
全
体
と
し
て

は
小
・
中
学
校
と
教
育
の

内
容
・
水
準
は
同
じ
な
の

で
、
教
育
の
機
会
均
等
に

は
反
し
な
い
と
あ
る
。

つ
ま
り
小
中
一
貫
教
育

が
特
段
に
教
育
効
果
が
高

い
と
は
、
言
え
な
い
の
で

は
な
い
か
。義

務
教
育
学
校

教
育
長

は
、
国
が
示
す
学
習
指
導

要
領
に
基
づ
い
て
行
わ

れ
、
そ
の
上
で
地
域
や
学

校
の
特
色
を
生
か
し
た
教

育
課
程
を
編
成
し
て
い

く
。
例
え
ば
教
科
書
は
、

市
内
の
小
・
中
学
校
と
同

様
に
、
鶴
岡
市
が
採
択
し

た
教
科
書
を
使
用
す
る
。

鶴
岡
市
で
は
、
法
令
等

で
求
め
ら
れ
る
一
定
の
教

育
水
準
が
、
ど
の
学
校
で

も
維
持
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、
小
中
一
貫
校
が

設
置
さ
れ
、
よ
り
よ
い
教

育
効
果
が
得
ら
れ
る
場
合

、

。

で
も

特
に
問
題
は
な
い

ৰ
ߢ
ߚ
؇
Ԍ

Ơ

ӱ
Ǆ
ܺ
о

▽
９
月
は
県
議
会
商
工
労
働
観
光
常
任

員
会
視
察
で
、
５
日
に
鶴
岡
商
工
会
議

所
青
年
部
と
懇
談
。

日
に
県
商
工
会

25

連
合
会
役
員
と
意
見
交
換
会
を
実
施
。

日
に
は
鶴
岡
民
主
商
工
会
総
会
に
出

29席
し
ま
し
た
。
ど
の
会
で
も
、
商
工
業

者
が
お
か
れ
て
い
る
厳
し
い
状
況
が
ヒ

シ
ヒ
シ
と
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

▽
商
工
会
で
は

「
小
規
模
事
業
者
に

、

お
け
る
経
営
上
の
課
題
と
し
て
は

売
、『

り
上
げ
不
振
』
の
占
め
る
割
合
が
中
小

企
業
と

比
べ
相

対
的
に

高
く
、

依
然
と

し
て
厳

し
い
経

営
環
境

に

あ

る
」
と

し
て
、

伴
走
型
支
援
、
省
力
化
、
創
業
・
事
業

継
承
、
最
低
賃
金
引
き
上
げ
、
職
員
体

制
の
維
持
等
課
題
が
説
明
さ
れ
る
と
共

に
、
役
員
自
身
の
会
社
の
リ
ア
ル
な
状

況
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

特
に

「
最
低
賃
金
を
上
げ
な
け
れ

、

ば
職
員
を
確
保
で
き
な
い
が
、
経
営
が

良
く
な
っ
て
い
な
い
の
に
人
件
費
だ
け

増
え
て
い
っ
て
は
会
社
が
も
た
な
い
」

と
い
う
訴
え
は
切
実
で
し
た
。

共
産
党
が
提
案
し
て
い
る
、
社
会
保

険
料
負
担
減
免
な
ど
、
中
小
企
業
支
援

の
実
施
が
切
実
と
痛
感
し
ま
し
た
。

▽
民
商
総
会
で
は
、
希
望
の
持
て
る
経

済
社
会
の
実
現
、
地
域
の
切
実
な
要
求

実
現
、
消
費
税
減
税
・
イ
ン
ボ
イ
ス
廃

止
、
平
和
と
民
主
主
義
を
守
る
運
動
な

ど
な
ど
が
方
針
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
し

た
。私

は
来
賓
挨
拶
で
、
要
求
実
現
に
一

緒
に
頑
張
っ
て
い
く
決
意
を
述
べ
ま
し）

た
。

（
県
議

関

徹
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９
日
の
鶴
岡
市
議
会
一
般
質
問
で
、
日
本
共
産
党
の

加
藤
鉱
一
議
員
が
①
小
中
一
貫
教
育
に
つ
い
て
、
取
り

上
げ
ま
し
た
。

大
き
な
方
向
転
換
で
は
な
か
っ
た
の
か

普
通
の
小
学
校
に
通

問わ
せ
て
、
６
年
生
と
し
て

卒
業
さ
せ
、
中
学
１
年
生

に
入
学
す
る
。
一
度
し
か

な
い
人
生
の
節
目
を
、
成

長
の
飛
躍
を
見
守
り
た
い

と
い
う
親
の
願
い
は
、
他

地
域
に
転
籍
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
か
。

義
務
教
育
学
校

教
育
長

は
、
柔
軟
な
学
年
段
階
を

設
定
す
る
こ
と
が
可
能
と

な
り
、
新
庄
市
立
明
倫
学

園
や
萩
野
学
園
で
は
、
９

年
制
を
４
年
、
３
年
、
２

年
の
３
つ
に
分
け
る
ブ
ロ

ッ
ク
制
を
取
っ
て
お
り
、

４
年
生
、
７
年
生
、
９
年

生
の
と
き
に
ブ
ロ
ッ
ク
の

リ
ー
ダ
ー
を
、
そ
し
て
８

年
生
の
と
き
に
生
徒
会
の

リ
ー
ダ
ー
を
経
験
す
る
。

戸
沢
村
の
戸
沢
学
園
で

は
、
６
・
３
制
を
取
っ
て

お
り
、
小
学
校
、
中
学
校

の
段
階
を
基
に
教
育
課
程

を
設
置
し
て
い
る
。

通
常
の
中
学
校
１
年
生

に
当
た
る
７
年
生
に
進
級

す
る
際
に
、
成
長
を
実
感

で
き
る
よ
う
、
節
目
を
意

識
し
た
学
校
行
事
が
計
画

で
き
る
。

普
通
の
小
学
校
に
通
わ
せ
た
い
親
は

致
道
館
中
受
験
者
に
一
貫
教
育
の
意
味
は

致
道
館
中
高
一
貫
校

問に
進
学
す
る
希
望
者
に
、

小
中
９
年
間
の
一
貫
教
育

の
意
味
が
あ
る
の
か
。

６
年
生
で
１
人
、
あ
る

い
は
２
人
だ
け
卒
業
式
を

す
る
の
か
。小

中
一
貫
教
育

教
育
長

で
も
、
６
年
生
ま
で
の
学

習
内
容
は
、
ほ
か
の
小
学

校
と
の
違
い
が
な
く
、
中

学
受
験
を
希
望
す
る
児
童

に
と
っ
て
不
利
に
な
る
こ

と
は
な
い
。

９
年
間
の
つ
な
が
り
を

強
く
し
た
学
校
生
活
に
よ

っ
て
、（

２
面
に
つ
づ
く
）



鶴
岡
市
議
会
９
月
定
例

会
は
３
日
か
ら

日
ま
で

27

開
か
れ
、
当
局
提
案
の
議

案
は
、
議
会
最
終
日
に
追

加
提
案
さ
れ
た
一
般
会
計

補
正
予
算
を
含
め
、

件
18

を
全
会
一
致
で
可
決
・
認

定
し
ま
し
た
。

追
加
提
案
さ
れ
た
一
般

会
計
の
補
正
は
、
県
と
市

が
協
調
し
て
行
う
、
７
月

大
雨
に
対
す
る
農
業
災
害

対
策
事
業
補
助
金
で
す
。

農
機
具
修
繕
、
農
薬
・

肥
料
購
入
費
補
助
な
ど
１

５
６
０
万
円
と
、
枝
豆
種

子
確
保
対
策
の
冷
凍
庫
購

入
費
補
助
３
０
０
万
円
を

追
加
し
、
一
般
会
計
総
額

７
７
９
億
１
６
５
３
万
９

千
円
と
し
ま
し
た
。

自
公
会
派
は
「
地
位
協

定
改
定
」
以
外
の
請
願

に
反
対

市
民
か
ら
提
出
さ
れ
た

請
願
３
件
の
う
ち
２
件
が

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

「

」

治
安
維
持
法
犠
牲
者

に
関
す
る
請
願
は
、
旧
鶴

岡
市
議
会
を
含
め
過
去
７

回
提
出
さ
れ
、
自
公
会
派

の
反
対
で
不
採
択
と
な
っ

て
い
ま
し
た
。

８
回
目
と
な
る
今
回

は
、
自
公
会
派

人

が

反

対

11し
、
共
産
党
市

議
団
な
ど

人
14

が
賛
成
し
、
採

択

さ

れ

ま

し

た
。自

民
会
派
か

ら
離
脱
し
た
議

員
が
賛
成
に
加

わ
り
、
歴
史
的

な
転
換
点
に

な

り

ま

し

た
。鶴

岡
市
議

会

の

採

択

で
、
県
内
35

自
治
体
中
、

半
数
を
超
え

る

議
会
が

18
採
択
し
た
こ

と
に
な
り
ま

す
。日

米
地
位

協
定
の
抜
本

的
改
定
の
請

願
は
、
全
会

一
致
で
採
択

さ
れ
、
所
得

税
法
第

条
56

の
廃
止
は
、

共
産
党
市
議
団
な
ど
８
人

が
賛
成
、
反
対
が

人
で

17

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

共
産
党
市
議
団
が
提
出

し
た
「
訪
問
介
護
の
基
本

報
酬
引
き
下
げ
撤
回
を
求

め
る
意
見
書
」
は
、
賛
成

人
、
自
公
会
派
の
反
対

14
人
で
可
決
さ
れ
ま
し

11た
。

原
水
禁
大
会
報
告
会

原
水
禁
世
界
大
会
（
８

月
広
島
）
に
参
加
し
た
代

表
者
の
報
告
会
が
こ
の
ほ

ど
、
協
立
附
属
ク
リ
ニ
ッ

ク
で
開
か
れ
、
坂
本
昌
栄

議
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

報
告
者
は
、
医
療
生
協

職
員
の
田
澤
文
理
さ
ん
と

菊
地
瞳
さ
ん
、
余
目
支
部

組
合
員
の
伊
藤
和
美
さ
ん

（

）
で
す
。

写
真

土木課入札結果（ ）内は予定価格
9月26日入札分

・宮の下宝谷線道路災害復旧工事（宝谷地内 （入札2業者））
（ ） （ ）衹(株)王 建設 30,000,000円 30,170,000円 工期～12/20 落札率99.44％

・播磨豊田線舗装改良工事（豊田地内 （入札3業者））
（ ） （ ）(有)すずき 1,950,000円 1,960,000円 工期～11/29 落札率99.49％

・小波渡運動広場線道路改良工事（小波渡地内 （入札3業者））
（ ） （ ）(有)日本海重機建設 6,850,000円 6,950,000円 工期～12/20 落札率98.56％

建築課入札結果（ ）内は予定価格
9月26日入札分

田川コミュニティセンター大集会室屋根改修工事（田川字高田9－1他）・
（ ） （ ）笠原建設工業(株) 31,500,000円 31,940,000円 工期～7/1/9 落札率98.62％

・市立あおば学園門扉改修工事（宝町18－50 （入札3業者））
金屋(株) 2,630,000円（2,680,000円）工期～12/6（落札率98.13％）

教育委員会管理課入札結果（ ）内は予定価格
9月26日入札分

市立上郷小学校フェンス新設・更新工事（みずほ33番地3）（入札4業者）・
（ ） （ ）(株)王祇建設 8,000,000円 8,120,000円 工期～7/1/30 落札率98.52％

朝日庁舎総務企画課入札結果（ ）内は予定価格
9月26日入札分

・旧大泉鉱山寿岡堆積場耐震対策に伴う堆積場地質調査業務（大鳥地
内 （入札14業者うち1業者無効,1業者辞退））
基礎地盤コンサルタンツ(株)山形支店 7,370,000円（8,010,000円）

期間～7/2/28（落札率92.01％）

水道課入札結果（ ）内は予定価格
9月27日入札分

・本町一丁目地内消火栓移設工事（本町一丁目地内）
中止

２０２４年９月議会　賛否が分かれた議案　（○賛成　●反対）
声 SDG ﾌｫ 共産党 ﾘﾍﾞ 希望 公明党 創政クラブ

遠
藤
初
子

草
島
進
一

田
中　

宏

南
波　

純

石
井
清
則

工
藤　

博

長
谷
川
剛

坂
本
昌
栄

菅
井　

巌

加
藤
鉱
一

本
間
信
一

阿
部　

寛

中
沢
深
雪

佐
藤
麻
里

秋
葉　

雄

富
樫
正
毅

黒
井
浩
之

佐
藤
博
幸

佐
藤
久
樹

本
間
正
芳

佐
藤
昌
哉

五
十
嵐
一
彦

小
野
由
夫

本
間
新
兵
衛

渋
谷
耕
一

尾
形
昌
彦

「治安維持法犠牲者に謝罪と賠償をする国家賠償

法の制定を求める意見書提出に関する請願」
○○○○○○○○○○○○○○●●●●●●●●●●●議

長

「家族従業者の働き分を認めない所得税法第56条

の廃止のための意見書提出を求める請願」
○○○○●●○○○○●●●●●●●●●●●●●●●

訪問介護の基本報酬引下げの撤回を求める意見書○○○○○○○○○○○○○○●●●●●●●●●●●

東北電力女川原子力発電所の再稼働を行わないこ

とを求める意見書
○○○○●●○○○○●●●●●●●●●●●●●●●

（
１
面
の
つ
づ
き
）

学
力
の
向
上
や
社
会
を
生

き
抜
く
資
質
・
能
力
の
育

成
が
期
待
で
き
る
。

施
設
一
体
型
小
中
一

問貫
校
は
、
２
つ
の
学
校
を

同
時
に
一
気
に
建
設
す
る

規
模
と
な
り
、

億
円
が

40

２
倍
に
、
さ
ら
に
複
合
的

に
建
設
す
る
な
ら
１
０
０

億
円
に
も
な
る
。

財
政
規
律
が
失
わ
れ
る

心
配
は
な
い
か
。

事
業
費
の
精
査

教
育
長

と
、
補
助
金
や
地
方
債
な

ど
の
整
理
を
行
っ
て
い
く

こ
と
と
な
る
。

藤
島
文
厚
エ
リ
ア
の
在

り
方
と
も
密
接
に
関
係

し
、
市
長
部
局
の
担
当
部

署
と
も
連
携
し
、
予
算
要

求
が
整
理
さ
れ
て
い
く
。

最
終
的
に
は
予
算
編
成

の
過
程
に
お
い
て
、
中
期

財
政
見
通
し
を
踏
ま
え
、

妥
当
な
当
該
年
度
の
予
算

額
が
厳
し
く
査
定
さ
れ
、

財
政
規
律
を
保
持
し
つ
つ

整
備
を
進
め
る
こ
と
が
で

き
る
。

『
エ
ミ
ー
ル
』
は
発
達
段
階
の
違
い
を
重
視

ル
ソ
ー
の
『
エ
ミ
ー

問ル
』
は
、
発
達
段
階
の
違

い
を
重
視
し
、
近
代
教
育

学
の
バ
イ
ブ
ル
と
い
わ
れ

る
。欧

米
は
、
初
等
教
育
段

階
と
前
期
中
等
教
育
段
階

が
分
か
れ
て
い
る
。

小
中
一
貫
教
育
が
本
当

に
正
し
い
選
択
な
の
か
。

『
エ
ミ
ー
ル
』

教
育
長

は
、
私
も
大
学
時
代
読
ん

だ
。子

ど
も
の
発
達
段
階
に

合
わ
せ
た
指
導
は
、
義
務

教
育
学
校
に
か
か
わ
ら

ず
、
ど
の
小
学
校
、
中
学

校
で
も
重
要
な
こ
と
だ
。

小
学
校
か
ら
中
学
校
に

進
学
す
る
節
目
は
、
飛
躍

の
機
会
に
な
る
が
、
環
境

の
変
化
に
不
適
応
を
起
こ

し
て
し
ま
う
小
中
ギ
ャ
ッ

プ
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

小
中
一
貫
教
育
は
、
小

中
ギ
ャ
ッ
プ
の
不
安
を
減

ら
し
な
が
ら
、
子
供
の
発

達
を
よ
り
サ
ポ
ー
ト
し
や

す
く
な
る
と
考
え
て
い

る
。


